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香川県立ミュージアム展覧会 関連企画
特 集

時にはキネマの話を
10月29日より、香川県立ミュージアムで県内の映画館の歴史や魅力について紹
介する展覧会「私の町にも映画館があった」が開催されます。戦前から観音寺
市など県内都市部には約20の常設映画館があり、戦後には県内の約９割の市町
村に映画館が存在しました。展覧会に合わせて、市内の映画館の歴史を関係者
の皆さんのお話や資料からたどります。

1・2. 上市商店街入口や街角に掲示されていた映画館の看板　3.「キング・コング」
の映画上映時には、映画館の前に巨大な張りぼてが飾られた 4. 丸美屋映画館
表紙左から順に　5. 観音寺町内に掲示されていた映画看板 6. 上市商店街入口（通
称「角の町」）7. 琴弾館　8. 新映館（OS劇場）

（1～5,8 細川正雄さん・泰男さん、6 観音寺市文化財保護協会、7 川上幸生さん提供）

*【キネマ】キネマトグラフ（kinematograph）の略。映画、シネマの意味

3

4

1

2

香川県立ミュージアム 専門職員
高木 理光さん（大野原町出身）

　県立ミュージアムとしては、初めて
映画館に関する展示を行います。当初
は、当館で保管している映写機や資料
を中心に展示しようと考えていました
が、調査するうちに県内全域の映画館
についてもっと詳しく調べてみようと
思いました。
　私の祖父は映画が好きで、生前、山
中座をはじめ、豊浜や観音寺の映画館
に通っていた話をよく聞いていました。
私が子どものころには近所に映画館
はなく、「そんなに楽しかったのかな」
と素朴な疑問がありました。映画館と
は、どんなに面白いテーマパークなん
だろうと。
　みんなが映画館に集まってわいわい
騒いだり、売店で果物やアイスクリー
ムを食べたり…映画館のことを詳しく
調べてみて、祖父の話していた楽しさ
が分かりました。
　時代が移り変わり、今では映画館は
少なくなりましたが、当時はこんな楽
しみがあったのだと、その時代のまち
の風景や人々に思いをはせながらご観
覧いただけたらと思います。

展示に向けて作業する様子

香川県立ミュージアム
「私の町にも映画館があった」展

10月29日(金) ～ 12月19日(日)

●開館時間
　午前９時～午後５時
　（最終入館：午後４時30分、月曜休館）
●入場料
　一般４１０円（高校生以下、65歳以上、
　障害者手帳を持っている人は無料）
●講座
　①学芸講座（要予約）
　　「香川県内の映画館史（1898 ～ 1965）」
　　日時　11月６日(土)午後１時30分～午後３時
　②ミュージアムトーク
　　日時　11月27日(土)、
　　　　　12月12日(日)
　　　　　午後１時30分～
　　　　　（30分程度）
●問い合わせ先
　同ミュージアム
　（高松市玉藻町５－５）
　☎０８７−８２２−０２４７
　Ⓕ０８７−８２２−００４９

と
評
し
て
い
ま
す
。

　
戦
後
、
観
音
寺
中
心
部
・
伊
吹

島
・
豊
浜
町
は
、
県
内
で
も
人
口
密

度
が
高
い
地
域
で
あ
り
、
狭
い
エ
リ

ア
に
複
数
の
映
画
館
が
存
在
し
ま
し

た
。
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
普
及
し
始
め

た
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
年
）
を
境

に
、
映
画
館
は
減
っ
て
い
き
、
現
在
、

市
内
に
残
っ
て
い
る
映
画
館
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
当
時
の
観
音
寺
の
ま
ち
が
ど
ん
な

様
子
だ
っ
た
の
か
、
昔
を
知
る
皆
さ

ん
の
お
話
か
ら
、
ふ
る
さ
と
に
映
画

館
が
あ
っ
た
風
景
を
想
像
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

※
「
香
川
新
報
」（
大
正
11
年
８
月
２
日
）

　

県
内
初
の
新
設
の
常
設
映
画

館
は
、
大
正
元
年
（
１
９
１
２
年
）

に
高
松
市
東
瓦
町
に
建
て
ら
れ
た

「
緑
館
」
で
す
。
大
正
時
代
に
は
、

都
市
部
（
高
松
市
、
丸
亀
市
、
坂
出

市
、善
通
寺
市
、観
音
寺
市
）
で
次
々

に
映
画
館
が
誕
生
し
ま
す
。
本
市
で

も
、
こ
の
時
代
に
琴
弾
劇
場
や
ラ
イ

オ
ン
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　
琴
弾
劇
場
の
落
成
を
報
じ
た
当
時

の
新
聞
※
に
は
、「
坪
は
二
百
八
十

四
坪
で
（
中
略
）
各
種
の
設
備
を
施

し
此こ

こ處
を
観
客
の
遊
歩
場
と
せ
る
が

如
き
は
大だ
い
と
か
い

都
會
の
劇
場
と
雖い
え
ども
誠
に

其
類
少
き
も
の
」「
三
都
の
劇
場
に

對た
い
ひ比
し
て
も
敢
て
遜
色
を
認
め
ぬ
」
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観音寺市内にあった映画館

大野原町　山中座

芝居小屋がその後映画館に変わるなど、時代の流れとと
もに変化していきました。文献や関係者からの聞き取り
で確認できるもので、市内にはこれまでに16の映画館が
あったとされます。

（映画館名と建物があった地名を記載）

山中座や観音寺町内の映画館の番組表、当時三豊郡の各館
で映画フィルムを交換していたスケジュール表など、貴重
な資料を大切に保管していた石川さん。県立ミュージアム
の展覧会にも資料を貸し出しています。ご自身も小学生の
ころから山中座に通っていたと話します。

石川 登さん（大野原町）

狭いエリアに映画館が密集。観音寺劇場
は、市内で唯一建物が現存しています。

オリオン館（後に銀映）は、港町に
あった銭湯を改修し、映画館として
いました。タイル張りの柱や木の扉
が現在も残っています。

現在の伊吹公民館の場所には、「日
之出座（後に日之出館）という芝
居や浪曲、映画が見られる劇場が
ありました。２階建てで、回り舞
台や花道がある立派な施設でした。

農家が多い大野原地域では、
農閑期に琴平町などから芝
居の巡業が来ていました。
舞台は広い納屋の中。その
前にむしろを敷き、近所の
人が集まって芝居を見物し
ていたそうです。

大正時代～
ライオン館（朝日座）　大和
琴弾劇場（琴弾館）　　中洲
平和館　　　　　　　　上市
昭和時代～

喜楽館　　青柳
観音寺東映（東映メトロ劇場）青柳
新映館（ＯＳ劇場）　七間橋
丸美屋映画館　七間橋
観音寺劇場　　春日

昭和時代～
戎
えびす

座（豊和館）　　本町
豊劇（豊浜劇場）　中之町
オリオン館（銀映）港町

大正時代～
日之出座（日之出館）中
昭和時代～

伊吹映画劇場　西
太平館　　中

昭和時代～
文化会館　宮之下
山中座　　下杉林

観
音
寺
町

豊
浜
町

伊
吹
町

大
野
原
町

　
好
き
だ
っ
た
の
は
、
石
原
裕
次
郎

さ
ん
の
映
画
。
映
画
を
見
た
帰
り
道

は
、
ま
る
で
ス
タ
ー
に
な
っ
た
気
分

で
し
た
。
当
時
は
テ
レ
ビ
が
な
く
、

映
画
が
全
て
で
し
た
。
親
は
仕
事
が

忙
し
く
、
映
画
館
に
行
く
の
は
子
ど

も
や
若
い
人
た
ち
で
し
た
ね
。

　
山
中
座
の
資
料
は
、
経
営
し
て
い

た
山
中
さ
ん
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の

で
す
。
私
は
表
具
師
な
の
で
、
薄
い

番
組
表
な
ど
は
傷
ま
な
い
よ
う
に
裏

打
ち
（
補
強
）
し
て
置
い
て
い
ま
し

た
。
今
回
展
示
し
て
い
た
だ
け
る
と

い
う
こ
と
で
、
捨
て
ず
に
保
管
し
て

い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

帰
り
道
は
ま
る
で
ス
タ
ー
に
な
っ
た
気
分

　
学
校
帰
り
に
「
山
中
座
」
へ
よ

く
行
っ
て
い
ま
し
た
。
山
中
座
の
建

物
は
中
二
階
で
木
の
椅
子
が
１
０
０

席
以
上
置
か
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

立
ち
見
席
も
あ
り
ま
し
た
。
映
画
は

毎
日
上
映
し
て
お
り
、
時
々
舞
台
で

芝
居
も
し
て
い
ま
し
た
。
山
中
座
の

近
く
に
は
銭
湯
が
あ
り
、
映
画
を
見

た
後
は
風
呂
に
入
っ
て
、
近
く
の
食

堂
で
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
帰
っ
て
い

ま
し
た
。
当
時
、
映
画
は
30
円
ほ
ど

で
す
。
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
を
家
の
角

に
貼
る
と
入
場
券
を
何
枚
か
く
れ
る

の
で
、
そ
れ
を
持
っ
て
映
画
を
見
に

行
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

山中座の前で友人と。左が石川さん
（石川登さん提供）

山
中
座
の
前
で
。
右
が
映
写
技
師
だ
っ
た
合
田
さ
ん

（
合
田

さ
ん
提
供
）
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観音寺町

新映館
（OS劇場）

の
う
ち
に
き
ち
ん
と
掃
除
を
し
て
い

ま
し
た
。
昔
は
、
市
内
に
映
画
の
ロ

ケ
が
よ
く
来
て
お
り
、
今
も
活
躍
す

る
俳
優
さ
ん
が
舞
台
あ
い
さ
つ
に
来

て
い
ま
し
た
。

　
あ
の
こ
ろ
は
仕
事
が
終
わ
っ
て
映

画
を
見
に
行
く
の
が
ス
テ
ー
タ
ス
で
、

学
生
も
試
験
が
終
わ
っ
た
ら
映
画
館

へ
。
座
れ
な
い
の
で
立
ち
見
席
ば
か

り
で
し
た
。
私
た
ち
は
実
家
だ
っ
た

の
で
、
自
由
に
出
入
り
し
て
友
人
と

映
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

60
年
た
っ
た
今
も
、「
昔
は
よ
く
映

画
館
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
」
と
友
人

に
言
わ
れ
ま
す
。
観
音
寺
町
は
、
大

映
、
東
映
、
松
竹
、
東
宝
な
ど
上
映

す
る
配
給
会
社
が
各
館
で
決
ま
っ
て

お
り
、
映
画
館
を
は
し
ご
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
テ
レ
ビ
の
普
及
と
と
も

に
映
画
は
衰
退
し
て
い
き
、
映
画
館

に
来
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。懐
か
し
き
、良
き
時
代
で
し
た
。

　
観
音
寺
町
（
七
間
橋
）
で
２
軒
の

映
画
館
を
経
営
し
て
い
た
の
が
、
家

具
店
を
営
ん
で
い
た
細
川
豊
市
さ
ん

で
し
た
。
豊
市
さ
ん
の
息
子
さ
ん
お

二
人
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
終
戦
後
、
日
本
や
世
界
の
ニ
ュ

ー
ス
番
組
だ
け
を
流
す
「
ニ
ュ
ー
ス

館
」
を
開
館
し
ま
し
た
。
木
の
ベ
ン

チ
で
、
冬
は
火
鉢
を
置
く
よ
う
な
簡

易
な
施
設
で
し
た
が
、昭
和
25
年（
１

９
５
０
年
）
に
当
時
は
珍
し
い
洋
画

を
専
門
に
し
た
「
新
映
館
」
と
い
う

映
画
館
に
新
装
、
さ
ら
に
昭
和
40
年

（
１
９
６
５
年
）
に
「
Ｏ
Ｓ
劇
場
」

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、昭
和
30
年
（
１
９
５
５
年
）

に
、
日
活
系
の
邦
画
を
上
映
す
る

「
丸
美
屋
映
画
館
」
も
近
く
に
開
館

し
ま
し
た
。
封
切
り
後
、
で
き
る
だ

け
早
く
上
映
し
た
い
の
で
、
夜
行

列
車
や
車
で
高
松
ま
で
フ
ィ
ル
ム
を

取
り
に
行
き
ま
し
た
。
父
は
月
に

一
度
は
フ
ィ
ル
ム
の
契
約
な
ど
で
大

阪
に
行
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
洋

画
専
門
館
は
珍
し
く
、
東
京
と
同
時

封
切
り
の
よ
う
な
こ
と
も
や
っ
て
い

ま
し
た
。
周
辺
地
域
か
ら
、
み
ん
な

観
音
寺
へ
来
て
い
ま
し
た
よ
。

　
私
た
ち
も
、
館
内
の
清
掃
や
映
画

看
板
の
設
置
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
ま

し
た
。
当
時
は
映
画
を
見
な
が
ら
た

ば
こ
が
吸
え
た
の
で
、
火
事
を
防
ぐ

た
め
に
、
床
に
水
を
打
っ
て
そ
の
日

1. 新映館の開館当時の様子
2. ＯＳ劇場は半地下に映写室や喫茶店があり、２・

３階に客席があるという画期的な構造だった
3. 正雄さんが高校生の時の手帳。高校３年間に見た

映画のタイトルが丁寧に記録されている。満員に
なると、映画館が200～300円ほど入った「大入
り袋」を関係者に配ってくれたという

4. 新映館の駐輪場。当時は主な交通手段が自転車で、
入館時に札と引き換えで預かっていた。上映終了後、
観客が一斉に出てくると対応に大わらわだった

5. 時にはちんどん屋が町内を練り歩き、宣伝した
　　　　　　　　　　（細川正雄さん・泰男さん提供）

1

2
5

4

3

細川 泰男さん・正雄さん（昭和町）

当
時
珍
し
い
洋
画
専
門
館
を
開
館
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山
中
座
や
豊
劇
で
働
い
て
い
た

合
田
さ
ん
ご
夫
妻
。
当
時
の
豊
浜

町
内
の
映
画
館
の
様
子
や
映
写
技

師
の
仕
事
に
つ
い
て
、

さ
ん
に

聞
き
ま
し
た
。

　
昭
和
の
始
め
ご
ろ
、
豊
浜
駅

前
に
は
「
金
城
閣
」
と
い
う
芝
居

小
屋
が
あ
り
ま
し
た
が
、
火
事
で

焼
失
。
同
じ
く
も
と
も
と
芝
居
小

屋
だ
っ
た
「
戎え
び
す座
」
が
、
昭
和
24

年
（
１
９
４
９
年
）
に
「
豊
和
館
」

と
改
名
し
て
、
豊
浜
町
初
め
て
の

常
設
映
画
館
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昭
和
25
年
（
１
９
５

０
年
）
に
、「
オ
リ
オ
ン
館
（
後

に
銀
映
）」
と
「
豊
劇
」
が
開
館

し
ま
し
た
。
途
中
か
ら
、
銀
映
と

豊
劇
の
２
館
は
善
通
寺
市
で
映
画

館
（
富
士
見
座
）
を
し
て
い
た
藤

岡
博
之
さ
ん
が
経
営
し
て
い
ま
し

た
。

　
藤
岡
さ
ん
が
、
豊
劇
近
く
の
我

が
家
に
下
宿
し
て
い
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
、
私
は
中
学
生
の
こ
ろ

　
伊
吹
島
で
最
後
ま
で
開
館
し
て
い

た
の
が
、
合
田
茂
信
さ
ん
が
建
て
た

伊
吹
映
画
劇
場
で
す
。
茂
信
さ
ん
の

息
子
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

父
は
愛
媛
県
の
八
幡
浜
近
郊

で
底
引
き
網
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
資
金
を
元
に
、
昭
和
28
年
（
１

９
５
３
年
）
に
島
内
に
映
画
館
「
伊

吹
映
画
劇
場
（
伊
吹
映
劇
）」
を
建

設
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
島
内
に
電
気
が
十
分
に
通

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
自
家
発
電

し
て
、
家
か
ら
映
画
館
ま
で
線
を
引

ル
ム
１
缶
で
十
数
分
。
１
本
の
映
画

だ
と
10
缶
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
三
豊

郡
の
映
画
館
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

１
週
間
分
の
フ
ィ
ル
ム
を
合
同
で
買

っ
て
回
し
て
い
ま
し
た
。
３
本
上
映

の
日
は
、
１
本
上
映
し
て
い
る
間
に

フ
ィ
ル
ム
を
バ
イ
ク
で
他
の
映
画
館

に
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　
一
つ
の
映
画
館
に
、
映
写
技
師
が

最
低
２
人
は
い
た
と
思
い
ま
す
。
全

盛
期
は
３
人
、
最
後
は
１
人
で
全
部

や
っ
て
い
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
が
な
か
っ
た
時
代
、
日
曜

日
に
は
１
０
０
～
２
０
０
人
が
映
画

館
の
前
に
並
ん
で
い
ま
し
た
。
文
部

省
推
奨
の
映
画
を
上
映
す
る
日
は
、

箕
浦
や
和
田
の
小
学
校
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
先
生
に
引
率
さ
れ
て
歩
い

て
来
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
近
所
の

紡
績
会
社
の
た
め
に
貸
し
切
り
興
行

を
す
る
こ
と
も
。
多
い
時
は
８
０
０

人
く
ら
い
入
り
、
通
路
に
新
聞
紙
を

敷
い
て
座
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

映
画
全
盛
期
の
思
い
出
で
す
。

に
は
映
画
の
映
し
方
を
自
然
と
覚
え

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
映
写
機
操
作

の
検
定
が
あ
り
、
免
許
制
で
し
た
。

免
許
を
取
っ
て
山
中
座
に
映
写
技
師

と
し
て
勤
め
、
豊
劇
で
も
働
い
て
い

ま
し
た
。
妻
（
富
子
さ
ん
）
は
豊
劇

で
チ
ケ
ッ
ト
売
り
を
し
て
お
り
、
そ

こ
で
出
会
い
ま
し
た
。
今
で
い
う
職

場
恋
愛
で
す
。

　
当
時
の
映
画
は
２
本
立
て
で
、
３

本
立
て
の
日
も
あ
り
ま
し
た
。
１
本

の
映
画
は
約
１
時
間
30
分
で
、
フ
ィ

豊浜町

豊　劇
（豊浜劇場）

伊吹町

伊吹映画劇場

２人が出会ったのは、映画館

合田 　さん・富子さん（豊浜町）

3

2

1

1. 豊劇正面にあったチケット売り場。窓口に座るのが富子さん（合田富子さん提供）
2・3. 豊劇の前で。3の写真右側が藤岡博之さん（藤岡惠子さん提供）

伊吹映劇の正面入口付近（合田一夫さん提供）
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い
て
上
映
し
て
い
ま
し
た
。
父
が
映

写
技
師
、
祖
母
が
売
店
で
ラ
ム
ネ
や

ポ
ン
煎
餅
な
ど
を
販
売
し
、
伯
母
が

チ
ケ
ッ
ト
売
り
、
母
が
チ
ケ
ッ
ト
切

り
と
一
家
総
出
で
運
営
し
て
い
ま
し

た
。
午
後
６
時
か
ら
開
館
す
る
た
め
、

早
く
か
ら
準
備
を
す
る
の
で
、
子
ど

も
の
こ
ろ
に
父
と
家
で
一
緒
に
食
事

し
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伯
母
が

チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
合
間
に
面
倒
を
見

て
く
れ
ま
し
た
。
土
日
や
お
盆
、
正

月
も
営
業
し
て
お
り
、
休
む
の
は
台

風
の
時
く
ら
い
。
ち
な
み
に
、
私
の

名
前
は
、
映
画
俳
優
の
長
谷
川
一
夫

さ
ん
に
由
来
す
る
よ
う
で
す
。

　
映
画
フ
ィ
ル
ム
は
、
大
野
原
町
や

豊
浜
町
、
山
本
町
な
ど
の
三
豊
郡
内

の
映
画
館
で
回
し
て
お
り
、
毎
日
、

父
が
観
音
寺
駅
ま
で
フ
ィ
ル
ム
を
取

り
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
船
で
観
音

寺
港
ま
で
行
き
、
駅
ま
で
は
バ
イ
ク
。

荷
台
に
フ
ィ
ル
ム
を
積
ん
で
、
船
で

伊
吹
島
へ
戻
る
と
、
母
や
祖
母
が
港

ま
で
迎
え
に
行
き
、
み
ん
な
で
フ
ィ

ル
ム
を
担
い
で
急
な
坂
道
を
登
っ
て

い
ま
し
た
。

　
伊
吹
映
劇
は
２
階
建
て
で
、
２
階

か
ら
映
写
機
で
映
し
て
い
ま
し
た
。

１
階
は
６
人
掛
け
く
ら
い
の
長
椅
子

を
置
い
て
１
５
０
人
ほ
ど
、
２
階
は

畳
敷
き
で
１
０
０
人
ほ
ど
座
れ
る
広

さ
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
30
年
ご
ろ

は
島
内
に
は
４
５
０
０
人
く
ら
い
住

民
が
お
り
、
よ
く
満
員
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
映
画
看
板
は
、「
琴
弾
館
」
の
看

板
絵
師
だ
っ
た
川
上
幸
生
さ
ん
に
描

い
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
る
で

写
真
み
た
い
に
上
手
に
描
く
ん
で
す
。

当
時
は
市
内
に
数
軒
、
看
板
屋
さ
ん

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
後
に
、
父
は
「
豊
劇
」
を
藤
岡
さ

ん
か
ら
引
き
継
ぎ
、
数
年
経
営
し
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
豊
劇
の
近

く
に
は
お
い
し
い
お
好
み
焼
き
屋
が

あ
り
、
父
と
一
緒
に
食
べ
に
行
く
の

が
楽
し
み
で
し
た
。

一家総出で運営した、島の映画館

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、

映
画
を
見
る
楽
し
さ
は

変
わ
ら
な
い

2

3

合田 一夫さん（伊吹町）

ハイスタッフホール

水谷 正裕 顧問

谷　 明子 館長

ハイスタッフホールのイベントスケ
ジュールは27ページをご覧ください。

壁に庵治石を使用した小ホール

1. 伊吹映劇で使用していた映写機のレンズ。
思い出として大切に保管していた

2. 伊吹映劇には、関東から浪曲師が興業に
来ていた。浪曲師のサインが入った記念
の浴衣　　　　  　（合田一夫さん提供）

3. 琴弾館で映画看板を描く川上さんと描い
た絵　　　　　  　（川上幸生さん提供）

し
て
い
る
光
景
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。
誰
か
と
共
有
で
き
る
こ
と
は
映

画
館
の
魅
力
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
お
友
達
と
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
、

映
画
を
ご
覧
に
な
る
様
子
を
見
る
と
、

そ
う
い
う
場
所
を
提
供
で
き
て
良
か

っ
た
と
感
じ
ま
す
。

水
谷
　
映
画
以
外
に
も
、
定
期
的
に

寄
席
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
寄

席
の
名
前
を
「
観
音
寺
青
柳
寄
席
」

と
し
た
の
は
、
昔
、
青
柳
町
（
現
在

の
観
音
寺
町
）
周
辺
に
多
く
の
映
画

館
が
あ
り
、
興
業
の
ま
ち
だ
っ
た
と

聞
い
た
か
ら
で
す
。
巣
ご
も
り
需
要

で
、
映
画
館
か
ら
足
が
遠
の
い
て
い

る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
き

な
ス
ク
リ
ー
ン
で
見
る
と
、
映
画
の

世
界
の
中
へ
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
そ
の
感
覚
を
味
わ

っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

谷
　
ま
だ
コ
ロ
ナ
は
完
全
に
収
束
し

て
い
な
い
の
で
、
当
面
は
検
温
や
消

毒
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
運
営
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
ハ
イ
ス
タ
ッ
フ
ホ
ー
ル
で
は
、
平

成
29
年
（
２
０
１
７
年
）
の
開
館
当

初
か
ら
定
期
的
に
映
画
上
映
を
行
っ

て
い
ま
す
。
担
当
者
に
館
内
で
の
上

映
の
様
子
を
聞
き
ま
し
た
。

水
谷
　
市
の
活
性
化
事
業
も
含
め
、

年
５
回
は
映
画
を
上
映
し
て
お
り
、

幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
来
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。
大
き
な
配
給
会
社
で

は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
単
館
系
の
作
品

を
選
び
上
映
し
て
い
ま
す
。

谷
　
お
客
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、

希
望
調
査
も
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
小
ホ
ー
ル
で
上
映
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
昨
年
か
ら
大
ホ
ー
ル
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

水
谷
　
本
当
は
、
映
画
は
〝
密
〟
の

中
で
見
た
方
が
盛
り
上
が
る
と
思
い

ま
す
。
面
白
い
場
面
で
、
大
勢
い
れ

ば
、
皆
で
ド
ッ
と
笑
え
ま
す
よ
ね
。

多
く
の
人
と
同
じ
空
間
で
見
る
こ
と

が
、
映
画
の
楽
し
さ
で
す
。

谷
　
終
了
後
に
知
ら
な
い
人
同
士
で

「
こ
の
映
画
良
か
っ
た
ね
」
と
か
「
次

の
チ
ケ
ッ
ト
買
っ
て
い
こ
う
」
と
話

1




